
 

芦  　    屋    　  市

 行 政 改 革 実 施 計 画
 （平成１７年度から平成２６年度まで）

平  成  １ ７ 年 ８ 月



(1)　徹底した内部努力を行う
　　　・　職員数や給与水準の適正化を図り，人件費の抑制を行う。

　　　・　事務事業の評価点検を行い，効率化，重点化及び成果の向上を図る。

　　　・　人材育成や目標管理，情報化等を推進する。

(2)　施策，行政水準の見直しを行う

　　　・　人・金・ものを効果的に活用する。

(3) 民間活力の導入を積極的に推進する

(4) 財源確保を積極的に行う

　　　・　市有財産の運用及び売却を積極的に行う。

　　　・　適正な受益と負担の考え方に基づき，使用料及び手数料等を見直す。

　　　・　国県の補助金及び交付金を積極的に活用する。

３　説明責任等

　本市では危機的な財政状況を抜本的に改善させることを目的に，平成１５年１０月に行政改革実施計画を策定し，広報紙や集会所トーク

等で説明を行い，理解を求めるとともに様々な意見を受けながら実施しているところである。

　今後の地方税財政制度改革いわゆる三位一体の改革に向けても，柔軟に対応しうる財政基盤の確立を目指し，現在の行政改革実施計画の

進捗状況と長期財政収支見込を基に，平成２６年度までの「行政改革実施計画」の見直しを行った。

　実施計画の実行にあたっては，引続き市民をはじめ各方面に多大の負担を求めることになるが，「国際文化住宅都市」としての自立した

発展と活性化を促進するため，市民，議会，職員等の協力によって財政健全化を成し遂げようとするものである。

基　 本　 方　 針

　　　・　経費の節減，事務の効率化等の観点から民間に任せられるものについては，民間に委ねる。

　　　・　民間の経営的観点から意見を求め，その発想や手法の導入を図る。

１　目的

２　基本方針

　　　・　国県の施策を基準に事務事業の見直しを行う。

　　　・　有識者による外部評価により，見直しの客観性を確保する。

　　平成１５年１０月に策定した「行政改革実施計画」の見直しを行い，単年度の実質収支見込みを黒字化することを目的とする。

　　　・　ＮＰＯ，ボランティア，地域住民等に委ねることが適当な事務事業については民間組織を活用する。

(2)　「芦屋市行財政改革推進本部」及び「幹事会」において，適宜必要な点検と見直しを行うものとする。

(1)　実施計画の具体的な実施に当たっては，市民，議会，職員等に十分説明し，理解と協力を求めながら進める。
　 また，必要に応じて進捗状況を報告し，その結果を公表する。



     ※企業会計は「[　]」括弧書きとする。

(単位：千円)

Ａ 行政改革効果額

　　区　　分 　　　　　　　　　　　　　　　年　　度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 合　　　計

１ 効率的な事務事業の推進 1,829,832 1,375,321 1,781,440 1,814,768 1,860,626 1,735,394 1,372,532 1,734,540 1,628,709 1,628,558 16,761,720

２ 組織・機構の簡素合理化 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 45,000 360,000

３ 適正な定員管理 707,000 723,000 820,000 796,000 915,000 1,084,000 1,129,000 1,184,000 1,235,000 1,211,000 9,804,000

４ 適正な給与制度 486,691 489,018 508,616 502,820 509,522 465,524 444,302 430,593 442,283 411,881 4,691,250

５ 行政運営プロセスの改善 △ 46,830 △ 11,830 △ 3,830 △ 3,830 △ 3,830 △ 3,830 △ 3,830 △ 3,830 △ 16,830 △ 3,830 △ 102,300

６ 公営企業の経営健全化の推進 [21,643] [22,058] [21,978] [22,005] [21,998] [21,944] [21,944] [21,944] [21,944] [21,944] [219,402]

2,998,336 2,597,567 3,173,204 3,176,763 3,348,316 3,348,032 3,008,948 3,412,247 3,356,106 3,314,553 31,734,072

１ 適切な市政情報の提供

 市民との協力による ２ 市民の行政参加システムの整備

　　　　　　　行政システム ３ 市民に分かりやすい行政手続の推進

４ 公共的分野における民間との協働

 主体性を発揮できる １ 職員の意識高揚と人材の育成

　　　　　　　行政システム ２ 総合行政・政策志向型の組織づくり

2,998,336 2,597,567 3,173,204 3,176,763 3,348,316 3,348,032 3,008,948 3,412,247 3,356,106 3,314,553 31,734,072

Ｂ 行政改革効果額中，収支見込で計上されている額，及び公営企業会計の効果額。(再掲)

　　区　　分 　　　　　　　　　　　　　　　年　　度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 合　　　計

１ 効率的な事務事業の推進 1,729,832 519,489 986,419 988,947 990,605 989,573 627,511 988,719 988,688 987,737 9,797,520

 柔軟でスリムな行政システム ３ 適正な定員管理 707,000 723,000 820,000 796,000 915,000 1,084,000 1,129,000 1,184,000 1,235,000 1,211,000 9,804,000

４ 適正な給与制度 486,691 489,018 508,616 502,820 509,522 465,524 444,302 430,593 442,283 411,881 4,691,250

５ 行政経営プロセスの改善 △ 46,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 1,830 △ 63,300

６ 公営企業の経営健全化の推進 [21,643] [22,058] [21,978] [22,005] [21,998] [21,944] [21,944] [21,944] [21,944] [21,944] [219,402]

2,898,336 1,751,735 2,335,183 2,307,942 2,435,295 2,559,211 2,220,927 2,623,426 2,686,085 2,630,732 24,448,872

Ｃ　収支見込の行政改革改善額に反映される合計額(Ａ－Ｂ)

　　区　　分 　　　　　　　　　　　　　　　年　　度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 合　　　計

100,000 845,832 838,021 868,821 913,021 788,821 788,021 788,821 670,021 683,821 7,285,200合　　　　　　計

総　　　括　　　表 

 柔軟でスリムな行政システム

小　　　　　　計

合　　　　　　計

小　　　　　　計

小　　　　　　計

合　　　　　　計
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* 実施年度の「◎」は，適宜見直しの必要なものを示す。
* 実施年度及び計欄の「－」は，効果見込み額の積算が現時点で困難なもの，又は未定のものを示す。
* 既に収支見込に織り込んだ額は「< >」括弧書きで示す。
* 「内容」変更があった場合は，上段に平成15年10月に策定した実施計画の内容を記載し，

柔軟でスリムな行政システム 下段に今回見直した内容を記載しています。

１　効率的な事務事業の見直し （単位：千円）

歳入

1 歳入の確保 財　政　課 ― ― ― ― ― ― ―

230,000 160,000 190,000 230,000 63,000 1,125,000

①平成１６年度から社会保険医の固定資産税等の減免制度を見直し 課　税　課 ① <11,428> ① <11,428> ① <11,428> ① <11,428> ① <11,428> ① <11,428> ① <114,280>

各種減免制度の見直し ② <7,308> ② <7,308> ② <7,308> ② <7,308> ② <7,308> ② <7,308> ② <73,080>

③その他，公有財産使用料等，各減免制度の見直しを検討する。 管財・検査課
関係部署

③ ― ③ ― ③ ― ③ ― ② ― ② ― ③ ―

4 駐車料・駐輪料の徴収 ― ― ― ― ― ― ―

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ―

5

<5,533> <5,335>

6 <21,600>

7 幼稚園保育料等の見直し 平成１６年度から幼稚園入園料及び保育料を見直し 管理部総務課 <40,723>

8 平成１６年度から土曜日の開級を行うと共に有料化を実施 <20,278>

平成１６年度から広報紙等に広告を掲載 広　報　課

9 <2,220> <2,220> <2,220> <2,220> <2,220> <22,200>

平成１６年度から市が作成するパンフレット類に広告を掲載 関係部署 ― 800 ― 800 ― 4,000

<998,512>

480

<2,220>

<20,278>

<407,230>

<202,780>

<40,723>

<20,278>

<216,000><21,600> <21,600><21,600>

<5,175>

　　　 　

    
3

廃棄物処理手数料の見直
し

2

体育館･青少年ｾﾝ
ﾀｰ,市民ｾﾝﾀｰ,関
係部署

公有財産の有効活用を推進するとともに，処分可能な物件に
ついては売却する。

留守家庭児童会有料化

使用料・手数料の見直し

起債充当率の引上げ，補助金の確保等あらゆる角度から
歳入の確保に努める。

管財・検査課

②平成１６年度から社会教育施設等使用料の減免率を見直し

管財・検査課
施　設　課
関係部署

施設敷地内に駐車・駐輪をする職員から使用料を徴収する。

他市の状況，社会的情勢，受益者負担の観点から適宜見直しを行う。

スポーツ・
青少年課

関係部署
財　政　課

NO
H20 H21

実　　施　　年　　度
計内　　　　　　　　　　容項　　目　　名

H17 H18 H19
所　管

H22～26単年

市の刊行物に広告を掲載

　

<998,512>

<52,816>

<40,723>

<20,278>

<5,270>

<40,723><40,723> <40,723>

<20,278> <20,278>

公有財産の有効活用

<5,499> <5,303>

　

環境処理ｾﾝﾀｰ平成１６年度から廃棄物処理手数料を見直し <21,600> <21,600>
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NO
H20 H21

実　　施　　年　　度
計内　　　　　　　　　　容項　　目　　名

H17 H18 H19
所　管

H22～26単年

歳出

10 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 1,000,000

11 補助金の見直し 関係部署 <7,496> <74,960>

 

12 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ― 　 ―

13 市民参画課 <27,000> <27,000> <27,000> <27,000> <27,000> <27,000> <270,000>

14 平成１７年度から補助金を廃止する。 市民参画課 <15,000> <15,000> <15,000> <15,000> <15,000> <15,000> <150,000>

15 広　報　課 <28,000>

<521> <5,210>

17 情報推進課

国・県基準を上回っているものについては見直しする。

障害福祉課 ① <150,452> ① <150,452> ① <150,452> ① <150,452> ① <150,452> ① <150,452> ① <1,504,520>

②奨学金　　平成１６年度から大学生対象を廃止し， 管理部総務課 ② <11,148> ② <11,148> ② <11,148> ② <11,148> ② <11,148> ② <11,148> ② <111,480>

            高校生は給付額を引下げ

関係部署 ③ <55,021> ③ <77,627> ③ <77,627> ③ <77,627> ③ <77,627> ③ <77,627> ③ <753,664>

19 高年福祉課 3,289 3,289 8,289 8,289 56,312

<9,279> <9,279> <9,279> <9,279> <9,279> <9,279> <92,790>

　 検討 ― ― ― ― ― ―

20 和風園の民間委託

　 検討 検討 ― ― ― ― ―
（職員減の人件費効果は，定員管理で計上。）

(平成１７年　８月実施計画）介護保険等の制度改正を踏まえ,施設の
あり方を検討する。

<△141,561> <△232,644> <234,450> <237,010>

<521> <521>

<7,496> <7,496> <7,496> <7,496>

<521> <521>

<7,496>

<1,160,058><164,820>

<28,000> <280,000>

<521>

<238,701>

11,250

地区集会所運営の見直し

18

国際交流協会への補助金
の見直し

事務事業の見直し及び経
常経費等の節減

ＣＡＴＶ広報チャンネル
制作の見直し

平成１７年度から地域住民の自主的運営とする。
（指定管理者制度導入）

市施設の維持管理業務等
の見直し

16
イベント，フォーラム，
講演会等の整理

平成１６年度中にすべての補助金についてゼロベースで見直し

全　部　署

電子計算組織等の運用の
見直し

扶助費の見直し

ハートフル福祉公社の見
直し

全ての市施設の維持管理業務等を見直し,経費を節減する。

現行の運用システムを根本的に見直し，パッケージソフト・アウト
ソーシングを活用することで経費の縮減を図り，ＩＴ化の推進に向け
た取組みを行う。

ハートフル福祉公社の運営の合理化を図る。

管財・検査課
関係部署

平成１６年度からＣＡＴＶ市政番組制作費を減額

①事務事業を絶えず見直し，経費の節減を徹底する。
②予算執行での節減等を徹底する。

行政経営課
関係部署

市主催のイベント等については,当分の間原則廃止とする。
実施する場合は,民間等との共同開催など極力経費節減に努める。

③その他の扶助費　国・県基準を原則とした見直しを，継続して検討
する。

①市福祉金　平成１６年度５０％減額，１７年度以降当分の間支給し
ない。

(平成１５年１０月実施計画）民間活力の導入を検討し，平成１８年
度からの実施を目途とする。

1,2501,2501,2501,2501,250

<28,000><28,000> <28,000> <28,000>

和　風　園
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NO
H20 H21

実　　施　　年　　度
計内　　　　　　　　　　容項　　目　　名

H17 H18 H19
所　管

H22～26単年

平成１６年度から業務委託を実施

21 <△881>

（職員減の人件費効果は，定員管理で計上。） 　

22 環境処理ｾﾝﾀｰ <7,601>

23 環境処理ｾﾝﾀｰ

24 ― ― ― ― ― ― ―

また，併せて工事内容を見直し，経費を節減する。

25

②公共工事全般についてのコスト縮減を図る。

26

　 　 　

27 都市整備公社の見直し 住　宅　課 検討 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 117,000

　 検討 検討 6,700 6,700 6,700 6,700 53,600

28 幼稚園の廃園

　 検討 検討 6,700 6,700 6,700 6,700 53,600

　 (職員減の人件費効果は，定員管理で計上。）

　 　 　 検討 検討 検討 ― ― ― ―

29 市立保育所の民営化 こども課

　 　  検討 検討 検討 検討 ― ― ―

（職員減の人件費効果は，定員管理で計上。）

30 文化振興財団の見直し 民間活力の導入を検討し，平成１８年度からの実施を目途とする。 生涯学習課 検討 118,270 118,270 118,270 118,270 118,270 1,064,430

<23,730> <23,730> <23,730> <23,730> <23,730> <23,730> <237,300>
民間活力の導入を検討する。

31 ①平成１８年度～　　体育館 ｽﾎﾟｰﾂ・青少年課① 検討 ― ― ― ― ― ―

　 ②平成１７年６月～　海浜公園プール　 　 ② 　 ② 5,882 ② 5,882 ② 5,882 ② 5,882 ② 5,882 ② 52,938

　 <15,085> 　 <15,085> 　 <15,085> <15,085> 　 <15,085> <15,085> 　 <150,850>

32 検討 ― ― ― ― ― ―

　

検討 検討 検討 ― ― ― ―

<14,196> <14,196> <14,196>

<△387,630>

<63,672> <63,672> <63,672> <63,672> <63,672> <63,672>

<7,601> <7,601>

<△38,763> <△38,763> <△38,763>

<7,601>

<△38,763>

<14,196>

　

<636,720>

　

<7,601> <7,601>

<△38,763>

芦屋川横断部工事について，国・県の財政支援を求める。

改修工事・維持管理費の
見直し

特定優良賃貸住宅補助の
見直し

体育施設運営の見直し

管理部総務課
学校教育課

(平成１５年１０月実施計画）平成１８年度末で１園の廃園を検討す
る。

(平成１７年　８月実施計画）出生数,転入幼児数の動向,各園の入園
状況を踏まえ,１園の廃園を検討する。

市民ｾﾝﾀｰ

(平成１５年１０月実施計画）民間活力の導入を検討し，平成１８年
度からの実施を目途とする。

(平成１７年　８月実施計画）当面,業務委託を活用し直営とする。

霊園管理業務の民間委託

山手幹線街路事業の見直
し

(平成１５年１０月実施計画）保育所の一部を廃所し，平成２０年度
に幼稚園跡地等に民間保育所を誘致する。

市民センター運営の見直
し

特定優良賃貸住宅の入居率を上げるため，平成１６年度から契約家賃
を見直し

①道路・公園などの改良・改修工事及び維持管理業務を見直しコスト
を節減する。

資源ごみ集団回収金の見
直し

ゴミ収集体制等の見直し

①平成１６年度から可燃ゴミの収集回数を見直し
②平成１６年度からゴミ収集の民間委託区域を，ＪＲ以北及び
　楠町に拡大
（職員減の人件費効果は，定員管理で計上。）

平成１６年度から資源ごみ集団回収報奨金を見直し

建　設　部

街　路　課
財　政　課

生活環境部
総務課

<14,196>

　

<141,960>

<76,010>

　　　

<△38,763>

<△881>

<14,196>

<△881> <△8,810><△881> <△881> <△881>

住　宅　課

民間活力の導入を検討し,平成１８年度からの実施を目途とする。

(平成１７年　８月実施計画）保育所の一部を廃所し,幼稚園跡地等に
民間保育所の誘致を検討する。
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NO
H20 H21

実　　施　　年　　度
計内　　　　　　　　　　容項　　目　　名

H17 H18 H19
所　管

H22～26単年

地域ボランティア等による運営を検討する。

 ①打出分室 ① <4,854> ① <4,854> ① <4,854> ① <4,854> ① <4,854> ① <4,854> ① <48,540>

33  

②大原分室 ② ② 2,073 ② 2,073 ② 2,073 ② 2,073 ② 2,073 ② 18,657

 <1,247> <1,247> <1,247> <1,247> <1,247> <1,247> <12,470>

①平成１６年度から運営費等を見直し ① ① 4,375 ① 4,375 ① 4,375 ① 4,375 ① 4,375 ① 39,375

34

②民間活力の導入を検討し，平成１８年度からの実施を目途とする。 ② 検討 ② ― ② ― ② ― ② ― ② ― ② ―

35 民間活力の導入を検討し，平成１８年度からの実施を目途とする。 美術博物館 検討 58,000 58,000 58,000 58,000 58,000 522,000

36 ― ― ― ― ― ― ―

検討 ― ― ― ― ― ―

美術博物館 ① <3,156> ① <3,156> ① <3,156> ① <3,156> ① <3,156> ① <3,156> ① <31,560>

37

②平成１６年度から顕彰事業の内容を見直し 生涯学習課 ② <1,473> ② <1,473> ② <1,473> ② <1,473> ② <1,473> ② <1,473> ② <14,730>

38 下水道会計への繰出しを見直す。

39 特別会計への繰出しを見直す。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ―

40 基準外繰出しを見直す。

41 病院経営の在り方を抜本的に見直す。 検討 322,182 322,182 322,182 322,182 322,182 2,899,638

<50,000><181,984> <50,000> <50,000>

<15,503>

<778,180><77,818>

<701,876>

<8,625>

<155,950>

<631,984><50,000>

<86,250>

芦屋病院

建設部総務課
財　政　課

病院経営の見直し

水道企業会計への繰出し
の見直し

図書館分室の見直し

水道部総務課
財　政　課

谷崎潤一郎
記念館

関係部署
財　政　課

図　書　館

美術博物館の見直し

図書館運営の見直し

その他特別会計への繰出
しの見直し

①地域ボランティア等による運営を検討する。

谷崎潤一郎記念館館の見
直し

富田砕花顕彰事業の見直
し

下水道会計への繰出しの
見直し

(平成１５年１０月実施計画）民間活力の導入を検討し，平成１７年
度からの実施を目途とする。

(平成１７年　８月実施計画）民間活力の導入を検討し，平成１８年
度からの実施を目途とする。

図　書　館 <8,625>

<69,054><69,054> <69,054>

<77,818> <77,818><77,818>

<15,687>

<8,625> <8,625>

<77,818><77,818>

<80,390>

<15,687> <15,687>

<50,000>

<8,625> <8,625>

<69,054>

<15,687> <15,687>

<69,054>
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２　組織・機構の簡素合理化

42 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

43 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

平成１９年３月３１日に廃校する。

44 ◎ ◎ 45,000 45,000 45,000 45,000 360,000

（職員減の人件費効果は，定員管理で計上。）

45 ◎ ◎ －

３　適正な定員管理

①～⑤ ①～⑤ ①～⑤ ①～⑤ ①～⑤ ①～⑤ ①～⑤

46 <446,000> <500,000> <614,000> <780,000>

 ⑥平成１６年度に特別退職者募集を実施 ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥
 <277,000> <320,000> <182,000> <135,000>

計
H17 H18 H19 H20 H21 H22～26単年

職員定数の見直し

行政経営課
関係部署

管理部総務課
学校教育課

市立芦屋高校の廃校

市滞納金徴収プロジェク
トの組織づくりの検討

市税等の滞納金の情報を一元管理し，徴収効率を向上させる組織づく
りを検討する。

<370,000>

NO 項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管

組織の適正化
少人数の課内組織を見直し，統廃合を行って効率的な業務運営を図
る。

行政経営課
関係部署

管理職ポストの適正化
参事，次長，主幹，課長補佐の配置を見直し，組織規模の適正化を図
る。

行政経営課
人　事　課

実　　施　　年　　度
NO. 項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管

H22～26単年

<57,000>

計
H17 H18 H19 H20 H21

実　　施　　年　　度

<1,112,000>

<1,534,000>

平成１５年度から平成２４年度までで，普通会計の職員数を
２００人削減する。
 ①事務職・技術職の新規採用を抑制する。
 ②技能職については退職不補充を原則に，職員数の削減を図る。
 ③校務職，幼稚園保育推進教諭，保育職員数等の配置基準を
　 見直し，職員数の削減を図る。
 ④現行勧奨退職制度の見直し(勤続年数，年齢を緩和）
 ⑤職員の派遣については，公社・財団等の見直しの中で，
　 派遣の是非を含め総合的に検討する。

行政経営課

<337,000>

<8,270,000>
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４　適正な給与制度

47 人　事　課 <471,910> <474,237> <493,835> <488,039> <494,741> <424,136>

① <12,013> ① <12,013> ① <12,013> ① <12,013> ① <12,013> ① <12,013> ① <120,130>

48

   

③ <2,768> ③ <2,768> ③ <2,768> ③ <2,768> ③ <2,768> ③ <2,768> ③ <27,680>

５　行政運営プロセスの改善

△ 10,000 △ 2,000 △ 2,000 △ 2,000 △ 4,600 △ 39,000

50 <△1,830> <△1,830> <△1,830> <△1,830> <△1,830> <△1,830> <△18,300>

 

６　公営企業の経営健全化の推進 ※企業会計は「[　]」括弧書きとする。

[21,643] [22,058] [21,978] [22,005] [21,998] [21,944] [219,402]

③検討 検討 ― ― ― ― ―

<△45,000>

項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管

NO

特別職等の給与等減額
①給料・調整手当，期末手当を平成１８年度以降も引続き減額する。
　市長　２０％，助役　１７％，収入役・教育長　１５％
②特別職等の退職金を，財政状況等を勘案して見直しを検討する。
③平成１６年度から非常勤特別職の委員報酬を１０％カット

人　事　課

給与水準の抑制

国の給与制度及び本市の財政状況を勘案して検討する。
 ①５５歳昇給停止。
 　(課長級以上は 平成15年4月実施済)
 ②給料表の見直し及び給与の削減。
 ③管理職手当減額。７～３％
　 (課長級以上は 平成14年1月実施済）
 ④時間外勤務手当の縮減。
 ⑤旅費の見直し
 ⑥期末・勤勉手当の職務加算の減額。15～10％
 　(課長級以上は 15％減額 平成15年6月期実施済)
 ⑦管理職特別勤務手当の凍結
 　(課長級以上は 平成15年１月実施済)
 ⑧退職手当の見直し
 ⑨その他手当の見直し

項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管

H19H17

庁内ＬＡＮや行政事務用パソコンの活用拡大を図り，文書の作成から
保存，検索，廃棄までを一体的に電子化，ネットワーク化，データ
ベース化を検討するとともに，紙の使用量削減に努める。また，今後
の情報公開に対応した文書管理のあり方についても検討する。

計
H22～26単年

H22～26単年

49

NO

人　事　課

水道部総務課

総務部総務課文書事務の合理化の推進

51 水道事業の経営健全化

①要員の適正化
　技能職については退職不補充を原則に，職員数の削減を図る。
②給与水準の抑制
　国の給与制度及び本市の財政状況を勘案して検討する。
③水道事業の業務について民間活力の導入を検討する。

人事評価システムの導入
目標管理制度を，平成１６年度に課長級以上を対象として試行的に実
施し，その後職員の能力開発・育成，人事配置等に活用する。

内　　　　　　　　　　容
H20

所　管
H21H18

NO 項　　目　　名
H17 H19

H17
計

計

H18 H19 H20 H21

実　　施　　年　　度

実　　施　　年　　度

実　　施　　年　　度

H22～26単年

H20 H21H18

<4,543,440>

<△45,000>
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１　適切な市政情報の提供

52 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

53 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

54 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

２　市民の行政参加システムの整備

①一般市民からの公募を推進する。 ①実施

55

②女性委員比率４０％の早期達成を目指す。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

３　市民に分かりやすい行政手続の推進

56 検討 検討 ◎ ◎ ◎ ◎ －

57 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

計

H22～26単年

市民生活指標検討委員会（仮称）を設置し検討する。
各部で持っているデータ等を一括管理し，行政内部で活用するととも
に市民にも提供する。

総務部総務課
行政経営課
広　報　課

関係部署
総務部総務課

市民生活指標の検討

審議会等附属機関への女
性登用の推進等

項　　目　　名

市民との協力による行政システム

NO 内　　　　　　　　　　容

市民の求める市政情報を的確に把握し，読む側の視点に立った
分かりやすい表現に努める。市政情報の内容の改善

アカウンタビリティ（説
明責任）向上の推進

アカウンタビリティ（説明責任）向上の推進を検討する。
情報提供指針を策定する。

民間活力の導入や管理運営方法の見直しを行い，窓口業務等の延長を
図る。
ラポルテ市民サービスコーナー，図書館，スポーツ施設等

広　報　課
関係部署

所　管

NO 項　　目　　名
H17 H18

NO 項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管

H17 H18 H19 H20 H21

計
H17 H18 H19 H20 H21

実　　施　　年　　度

行政経営課
関係部署

総務部総務課
人  事  課
市民参画課
関係部署

内　　　　　　　　　　容 所　管

行政経営課
関係部署

ワン･ストップ･サービス
実施の検討

手続の簡素化による申請時の負担軽減を図るとともに，市民サービス
の向上と処理の迅速化を一層推進するため，電子自治体構築と併せて
ワン･ストップ･サービスの実施を検討する。

窓口業務等の時間延長

実　　施　　年　　度

H22～26単年

H22～26単年

H19 H20 H21

計
実　　施　　年　　度
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４　公共的分野における民間との協働

58 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

60 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

61 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ －

１　職員の意識高揚と人材の育成

62 実施 －

63 実施 －

64 ① ◎ ① ◎ ① ◎ ① ◎ ① ◎ ① ◎ ① －

② ◎ ② ◎ ② ◎ ② ◎ ② ◎ ② ◎ ② －

65 実施 －

市民活動支援対策の推進

公共施設への民間活力の
導入

すべての公共施設について民間活力導入を検討する。

職務権限規定の見直し

平成１６年度に「芦屋市人材育成基本方針」を策定

迅速な組織運営及び事務事業の効率化のため，職務権限の委譲範囲の
拡大を検討する。

ＰＦＩの検討

「芦屋市人材育成基
　本方針」の策定

ボランティア団体やＮＰＯ等の育成とその活動への支援を行うと共
に，ネットワーク化を図り，市民参画と協働を推進する。
市民参画・協働推進の指針を策定する。

所　管

民間の資金とノウハウを活用するＰＦＩが，本市のニーズに適合して
いるか導入に際しては慎重な検討を行う。

59
あらゆる分野において事務事業の点検を進め，経済性，効率性及び適
応性を判断して実施する。

事務事業のアウトソーシ
ング

行政経営課
関係部署

NO 計
H19 H20 H21 H22～26単年

計
H17 H18 H19 H20 H21

H18

行政経営課
市民参画課

関係部署

人　事　課

人　事　課

行政経営課

行政経営課
関係部署

H17

研修等の効率化

人材育成基本方針に基づいて，平成１７年度中に研修基本計画を策定
する。
①一般研修等
　職場における人材育成のための職場研修（ＯＪＴ）や政策形成能力
向上のための政策法務研修などを行う。
②派遣研修
　行政能力向上のため，自治大学校等の派遣研修を実施する。

職員の意識改革
　組織の活性化

・職員提案制度を見直し，より実効のあるものとする。
・昇任，昇格制度を見直すとともに，応募制の導入を検討する。

行政経営課
人　事　課
関係部署

H22～26単年
NO 項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容

主体性を発揮できる行政システム

項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管
実　　施　　年　　度

実　　施　　年　　度
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２　総合行政・政策志向型の組織づくり

66 検討 －

67 検討 検討 実施 －

68 検討 実施 －

NO 項　　目　　名 内　　　　　　　　　　容 所　管
H17

行政評価システムの推進 平成１８年度施策評価実施に向け検討を行う。
行政経営課
関係部署

計
H20 H21

総務課機能の充実
文書管理システムの構築及び財務会計システムの見直しと並行して，
総務課機能の充実を図る。

庁議・管理会議の活性化
総務課長会のあり方を検討する中で，庁議・管理会議との役割分担を
明確にし会議の活性化を図る。

総務部総務課
行政経営課
関係部署

実　　施　　年　　度

行政経営課

H22～26単年H19H18
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